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Motivation & Introduction 

ALICE  , PRL 110, 152301 (2013) 

保存電荷ゆらぎ 

QGPの性質 
重イオン衝突実験 

の結果 

D measure : 
体積効果を除いた 

二次ゆらぎ 
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（観測する運動量の幅） 

:  rapidity幅 

横軸 

縦軸 

ゆらぎはQGPの情報を残している！  

しかし、rapidityに関してある近似がなされている… 

(ALICE , STAR…) 
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理論で計算される 実験で測られる 

Rapidity  &  Coordinate space rapidity 



Method 

時間発展  

確率P 

を用いて、粒子数分布のキュムラントを計算 

x

x

x

x

)( xxP 

)( xxP 

①     を用いたキュムラントの計算 





y

)(1  P

)(2 yP 

本研究 

先行研究 

②にじみ効果の寄与を考慮 

先行研究 

拡散master方程式 

（微分方程式） 
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にじみ効果 

Chemical freeze-out 

観測量 

Kinetic freeze-out 

拡散過程 
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P１(拡散)のみ 

P１２(拡散とにじみ効果) 

P２(にじみ効果)のみ 
初期ゆらぎ 

拡散する粒子の質量 

温度 

時間発展(P１)の拡散の速さ 
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にじみ効果の寄与は決して無視できない！ 

Result 


